
  要緊急安全確認大規模建築物の耐震診断の結果について

■学校（小学校、中学校、中等教育学校の前期課程若しくは特別支援学校）

内容 実施時期

1
輪島中学校（旧上野台中学校）特
別管理教室棟

石川県輪島市宅田町25-36-1 中学校
(一財)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンク
リート造建築物の耐震診断基準」に定める「第2次
診断法」（2001年版）

Is/Iso = 0.80 CTU･SD = 0.51 移転建替え 平成28年1月
公表要件外
表から削除

2 根上中学校　北校舎教室棟 石川県能美市浜町ワ-60 中学校
(一財)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンク
リート造建築物の耐震診断基準」に定める「第2次
診断法」(1990年版)

Is/Iso = 1.25 CT･SD = 0.75 － －

3 内灘町立大根布小学校　校舎棟
石川県河北郡内灘町字大根布6丁目
2

小学校
(一財)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンク
リート造建築物の耐震診断基準」に定める「第2次
診断法」（1990年版）

Is/Iso = 1.58 CT･SD = 0.95 － －

4 内灘町立鶴ヶ丘小学校　校舎棟
石川県河北郡内灘町字鶴ヶ丘2丁目
162

小学校
(一財)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンク
リート造建築物の耐震診断基準」に定める「第2次
診断法」(2001年版）

Is/Iso = 1.25 CTU･SD = 0.75 － －

5
宝達志水町立志雄小学校　校舎
棟

石川県羽咋郡宝達志水町子浦ツ18
番地

小学校
(一財)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンク
リート造建築物の耐震診断基準」に定める「第2次
診断法」(2001年版）

Is/Iso = 1.26 CTU･SD = 0.79 － －

6 能登町立小木小学校　校舎棟 石川県鳳珠郡能登町字小木4-16 小学校
(一般)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンク
リート造建築物の耐震診断基準」に定める「第2次
診断法」(2001年版）

Is/Iso = 1.27 CTU･SD = 0.76 － －

■体育館（一般公共の用に供されるもの）

内容 実施時期

1 津幡町総合体育館
石川県河北郡津幡町字加賀爪ル5番
地

体育館
(一財)日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コ
ンクリート造建築物の耐震診断基準」定める「第2
次診断法」（2009年版）（鉄骨が非充腹材の場合）

Is/Iso = 1.25 CTU･SD = 0.62 － －

■集会場、公会堂

内容 実施時期

1 内灘公民館
石川県河北郡内灘町字大清台140番
地

集会場
(一般)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンク
リート造建築物の耐震診断基準」に定める「第2次
診断法」(2001年版)

Is/Iso = 1.15 CTU･SD = 0.73 － －

■保健所、税務署その他これらに類する公益上必要な建築物

内容 実施時期

1 輪島市役所 石川県輪島市二ツ屋町2字29番地 庁舎
(一財)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンク
リート造建築物の耐震診断基準」に定める「第２
次診断法」(2001年版)

Is/Iso = 1.25 CTU･SD = 0.76 － －
令和4年3月
耐震改修済

2 羽咋市役所 石川県羽咋市旭町ア200 庁舎

(一財)日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コ
ンクリート造建築物の耐震診断基準」に定める
「第2次診断法」(1997年版）（鉄骨が充腹材の場
合）

Is/Iso = 1.31 CT･SD = 0.62 － －

No. 建築物の名称 建築物の位置 建築物の主たる用途 耐震診断の方法の名称
構造耐力上必要な部分の地震に

対する安全性の評価の結果
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附表 耐震診断の評価の結果と構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性の評価

Ⅰ．地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高い

Ⅱ．地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある

Ⅲ．地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が低い

（※）震度６強から７に達する程度の大規模の地震に対する安全性を示す。

　　　いずれの区分に該当する場合であっても、違法に建築されたものや劣化が放置されたものでない限りは、震度５強程度の

　　　中規模地震に対しては損傷が生ずるおそれは少なく、倒壊するおそれはないとされている。

（※）備考欄に記載が無い場合は、Ｚ＝1.0、G＝1.0、Ｕ＝1.0として評価を示す。

（一財）日本建築防災協会
による「既存鉄骨鉄筋コン
クリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診
断法」(2009年版）

鉄骨が充腹材の
場合

Is/Iso＜0.5又は
CTU・SD＜0.125・Z・Rt・G・U

左右以外の場合
1.0≦Is/Isoかつ

0.25・Z・Rt・G・U≦CTU・SD

鉄骨が非充腹材
の場合

Is/Iso＜0.5又は
CTU・SD＜0.14・Z・Rt・G・U

左右以外の場合
1.0≦Is/Isoかつ

0.28・Z・Rt・G・U≦CTU・SD

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄骨造
建築物の耐震診断指針」（2011年版）

Is＜0.3又はｑ＜0.5 左右以外の場合 0.6≦Is＜かつ1.0≦ｑ

1.0≦Is/Isoかつ
0.3≦CT・SD≦1.25

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄筋コ
ンクリート造建築物の耐震診断基準」に定める
「第2次診断法」（2001年版）

Is/Iso＜0.5又は
CTU・SD＜0.15・Z・G・U

左右以外の場合
1.0≦Is/Isoかつ

0.3・Z・G・U≦CTU・SD

1.25＜CT・SD

左右以外の場合
Is/Iso＜0.5又は
CT・SD＜0.15

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄筋コ
ンクリート造建築物の耐震診断基準」に定める
「第2次診断法」（1990年版）

（一財）日本建築防災協会
による「既存鉄骨鉄筋コン
クリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診
断法」(1997年版)

鉄骨が充腹材の
場合

Is/Iso＜0.5　又は
CT・SD＜0.125・Z・G・U

左右以外の場合
1.0≦Is/Iso　かつ
0.25・Z・G・U≦CT・SD

鉄骨が非充腹材
の場合

Is/Iso＜0.5　又は
CT・SD＜0.14・Z・G・U

左右以外の場合
1.0≦Is/Iso　かつ
0.28・Z・G・U≦CT・SD
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